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淡路の文化活動・イベント情報 

 樫野さんは大阪出身で、

会社を退職後淡路で１８

年間玉ねぎ農家をしてい

ました。現在は玉ねぎ作り

をやめ、奥様と姑さんの３人で生活をしています。 

そんな樫野さんの日課は、南あわじ市文化体育館

のジム通いです。腹筋１０回、背筋３０回、ダンベル運

動、自転車、トレーニングマシン・・・９０才とは思えない

パワーでメニューを黙々とこなしていきます。 

樫野さんはジムに通い始めた平成１２年から、トレー

ニングの細かい記録をすべてファイルに綴り、自分の

健康管理をしています。そのファイルの分厚さにびっく

り！ 

また、樫野さんのパワーの影には、奥様しげ子さん

の愛情こもったバランス良い食事がありました。朝食

は、雑穀米・野菜・豆類など、たくさんの種類の食材を

食べ、昼食は軽めにパン食、お茶の時間にはお抹茶、

そして旬の食材を使った夕食で１日を締めくくります。

食材はもちろん有機・減塩などのこだわり食材。ちなみ

に樫野さんの大好物はヒレステーキだそうです。 

一方、奥様は約２０年間、毎日の食事メニューを欠

かさず記録しています。その手帳の束と記録の細かさ

にまたびっくり！！ 

分厚いファイルと手帳の束には、お互いの健康を思

いやるご夫婦の気持ちがつまっていました。 

ご長寿の秘訣は夫婦愛とデータ管理。樫野さん夫

婦のように、みなさんも今日から運動と食事の記録を

はじめてみませんか？ 

応援隊：川原雅代・坂本厚子 

８月４日取材  
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 菊川さんは、高校で教師をしてい

た頃から、郷土史や芸能史の研究

を続けてこられ、洲本高校校長を退

職された後もますますパワーアッ

プ！！ 

「三原郡史」「続三原郡史」の編集や文化財保護委員を

40年歴任されるなど郷土文化研究の第一人者として大活

躍です。その功績が認められ数々の賞も受賞されていま

す。 

現在、９１歳の奥様と生活されるその元気の秘訣は「こ

けるな！風邪ひくな！食べ過ぎるな！」（＾ｕ＾）歴史の勉強

をするのが趣味で、１カ月に何冊もの本を読みます。 

淡路人形浄瑠璃について熱く語るその姿は若々しく、

ユーモアもあり全く年齢を感じさせません。しっかりとした

口調で、わかりやすく話してくれました。 

来年の２月１１日には西宮市の芸術文化センターで淡

路人形浄瑠璃についてのトークショーが

行われます。９５歳にして檀上に立ち続け

る菊川さんの熱意を皆さんも感じてみてく

ださい。          

応援隊：浜田 泰美   

８月４日取材 

応援隊取材記事 ・菊川 兼男  さん 
          ・川西 俊一  さん 
          ・濱端 かめの さん     

受賞歴 
 平成１２年 文化財保護法記念文部大臣賞受賞 

       平成１８年 兵庫県高齢者特別表彰受賞 
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南あわじ市  大正３年１月７日生まれ ９５歳  
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 夏のスイーツ特集で登場していただ

いた「わらび餅のおじさん」こと川西俊

一さん。 

「おじさんのことをもっと知りたい！」と

いうみなさんの声にお応えして、今回

は川西さんの素顔に迫ってきました。 

 夏場の自転車屋台はもちろん、冬場

も「あめ細工」の屋台で活躍している、

まさに現役バリバリの川西さん。 

 洲本市海岸通に生まれ、その後、戦

争、土木作業、漁業・・など、さまざまな

経験を積み、２０代後半に手作り自転

車屋台をスタートさせました。 

 何度も失敗を重ねながら、「カラメル

焼き」「わらび餅」などを独学で身につ

け、さらに、昔東京から海岸通りまで商

売に来ていたあめ細工職人を、20日間

自宅に泊め、技を見よう見まねで覚え

た…という事です。これが今の「あめ細

工」のはじまりです。川西さんのお話を

伺っているだけで「生きる力」が伝わっ

てきます。 

 今も変わらずイキイキとしている理由

を伺うと、仲良しの奥様やお友達と一

緒にカラオケをすることや、毎日声を

出してお経をあげることだそうです。

「心を込めて声を出す」という事が川西

さんの若さと元気の秘訣のようです。 

 前回の取材でもみなさんの一番の関

心事、恋多き時代のお話も少し伺いま

した。 

 川西さん７１歳、奥様３６歳でのご結

婚・・・。奥様にその決断理由を聞くと

「この人と一緒におったら、自分の人生

変えてくれるんちゃうか・・と思った」と

の事。素敵ですね～。 

 今も穏やかで仲のよいご夫婦という

のが、そばにいるだけで伝わってきま

す。 

 川西さんの「自分史」は、とにかく波

瀾万丈、一本の素敵な映画になりそう

です。今は全国でも珍しくなっている

「あめ細工」を見せていただきながら、

素敵なお話も聞いてみて下さい！ 

  

応援隊：水田未央子 ８月９日取材 

毎日楽しく仕事をする川西さん♪ 

 かめのさんには、子供が８人、孫

が１３人、曾孫（ひまご）が８人、玄

孫（やしゃご）が２人いて、毎日元気

に趣味の読書や編み物に励んで

います。 

 玄孫のるかちゃん（４歳）にキャラ

クターの編みぐるみを作ってあげ

ては一緒に遊んだり、手芸作品を

老人会の作品展に出展したりと、

器用な腕前を果敢に発揮しています。 

元気で達者の秘訣は若い頃から良く体を動かし、手先を

動かし、そして楽しくお喋りをして笑うことだそうです。 

実はかめのさんには双子のお姉さんがいます。 

洲本市安乎町で１１人兄弟姉妹の７番目と８番目として

双子で誕生し、まだ双子が珍しい時代、お正月に誕生した

娘達に長寿の意味を込めて「鶴と亀」を名前に託しました。

そして姉はこつる、妹はかめのと、おめでたい名前になっ

たそうです。その後、姉は淡路市に嫁ぎ、妹のかめのさん

は洲本市に嫁ぎました。 

人生のうち７０年以上は別々に暮らしていますが、嫁い

だ後も連絡を取り、支えあっています。 

 「つるさんかめさん」の仲良し双子姉妹でいつまでも元気

でいてくださいね。 

 

応援隊：田村ひろ子 ８月７日取材  

濱端 
は ま ば た  

かめのさん  洲本市  大正６年１月１日生まれ ９２歳  
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淡 路 の 

ちょいワザ・おおワザ・おもしろワザ 

名 人 紹 介 前谷 貴美
ま え た に  た か み

 さん 

 淡路島七福神霊場の一つであります「宝生

寺」には、寿老人をお祀りしています。本堂

の横の池には、渡ると健康で長生きが出来

るといわれている「長寿橋」が架かっていて、

参拝に来られた方はこの橋を渡り長寿を願

います。 

 橋の欄干にはたくさんの寿老人の絵馬が

つられ、願いごとが書かれています。「足腰

が丈夫でありますように」や「ボケないように」など、老いへの不安が少し

でもなくなるようにと願う気持ちでいっぱいです。 

橋の下には亀さんがいて「べっちゃない、べっちゃない」と首を伸ばしてい

ます。 

 どうぞ長寿を願い、橋を渡りに訪れてみてはいかがでしょう。 

応援隊：竹原祐乘         

宝生寺 長寿橋 

渡れば長生き 

住所：淡路市里326   

電話：0799－62－2905  

 「夏祭りで会場を盛り上げてほしい！」と

いうお話を頂いて、７月２５日、洲本市下内

膳の夏祭りでよさこいを踊ってきました。 

 よさこいとは「鳴子」という木製の鳴り物を

持って踊る踊りで、高知県から始まり今で

は全国各地で様々なイベントも行われてい

ます。 

 下内膳の夏祭りは今年が第一回目と言う

こともあり、町内会長さんを始め、皆さん準

備からとても気合いが入っていて、当日も

少し天気が悪かったにも関わらず本当にたくさんの方が祭りを楽しみに来ていました。 

 様々な催しがあった最後に私達のステージがあったのですが、小さなお子様からおじいちゃんおばあちゃんま

で、一緒に楽しめるステージにする事が出来ました。皆様の暖かいご声援・手拍子等々のおかげです。 

これからも様々な場所で活動していきたいと思っています。皆さんも私たちと一緒に楽しく踊ってみませんか？ 

（前谷）  

 淡路の「ちょいワザ・おおワザ・おもしろワザ名人」とは、島内に在住か在勤または、活動の拠点があり、

自分の知識や技能を地域活性化のために活用したいと考えているボランティア精神満杯の方です。「ワザ名

人」たちは、地域の集まりやイベント、グループの講座などで指導やワザの披露に活躍中です。「ワザ名人」

に登録したい！または「ワザ名人」を紹介してほしい！という方（団体）は、淡路生活創造情報プラザ（淡路

文化会館内  TEL：0799－85－1391）まで連絡をください。 
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イチジクは、クワ科イチジク属の落葉性低木で世界史

上最も古いフルーツの一つとも言われています。 

「花が無い果実（無花果）」と書いてイチジクと読みま

すが、実際は私たちが食べている部分の内側に花が咲

きます。割ったときに見える粒々が種です。外側でなく

内側に花が咲くことからこの漢字が当てられたのでしょ

うね。 

淡路には４０年代に入ってきたと言われていて、５６年

に導入され五色、北淡、津名で栽培が始まりました。淡

路で出回っている品種はほとんどが「桝井ドーフィン」

で、この品種は大粒で成熟してもイチジクが裂けにくい

のが特徴です。 

イチジクは収穫したら２日間で食べきらないといけな

いぐらいデリケートな果物なのでスーパーなどでは朝採

りが販売されているのですね。 

イチジクをもいだ時に出る白い液体はタンパク質で肉

との相性が良いとされています。 

 生ハムにはメロンというイメージですが、最近ではイチ

ジクに生ハムを巻いて出すレストランも増えています。 

以前に女性の更年期障害を緩和するというのが話題

になり注目されたのも記憶に新しいと思います。江戸時

代に記された書物には医薬品として「五種類の痔を治

す」とされています。 

これからが旬のイチジクを楽しんでたべましょう！ 

ここで私の悩みを１つ。旧約聖書の創世記にアダムと

イブがイチジクの葉で肌を隠したあの有名な一節が登

場しますがイチジクの葉の裏側って小さなトゲがあるん

ですよ。 

 ２人はかぶれに悩まされたのでしょうか？ 

 イチジクを見かけたら葉の裏側も見てくださいね。  

今月のお野菜は〝イチジク〟  

７月２６日（日）、淡路文化会館講堂で、平成２１年度

県民交流広場等ネットワーク化支援事業を行い、３８名

の参加がありました。今回は各広場が自分たちの活動

を紹介するパネルを作って会場に展示し、１広場３分間

でそのパネルを使って説明しました。どの広場も工夫を

凝らしたパネルを作成して、熱意のこもった説明をしま

した。 

制限時間を告げるベルの音が鳴っても、まだまだ

語り尽くせない様子でした。 

 １１月に全県規模で行われる県民交流広場の大

会「コミュニティアワード２００９」に出場する代表２

広場もこの場で決定しました。 

 最初に堺活性化委員会が立候補し、続いて投票で

くましろふれあい広場が選ばれました。ともに淡路のコ

ミュニティの代表として、全県に淡路の良さを発信して

いただきます。 

 作成したパネルは、それぞれの広場に掲示して、地

域の人々に広場の活動をより知ってもらうように役立て

ます。  

身振り手振りで熱く語って頂きました！ 

じっくりとパネル見学 
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